
剰ヒ農業研究（Tohoku Agrie，Res．）44，87－88（1991）

低湿圭粘土水田における汎用化のための下層土の管理
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1　は　じ　め　に

筆者らは．これまで，低湿電粘1二の輪換水田において水

稲の部分耕移植栽培を行うと，水凹期間の作上層の軟弱化

いわゆる“もどり－の現象が進みにくく．圃場の排水性や

地耐力が向1こすることを報告】）した。本報では，水稲の部

分耕移植栽培と耕起・代かきをした慣行栽培とを比較しな

がら，水稲作後の土壌物理性や後作小麦の窒素吸収，収局

について検討した結果を報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験年次：1989－1990年

（2）試験圃場：八郎潟干拓地内の秋田農試大潟農場

水稲3作後の輸換畑（細粒強グライ＿1二）

（3）供試品種：キタカミコムギ

（4）水稲の部分耕移植方法：爪を一一一部外した小型管理機

を用いて，移植部分のみを幅5cm，深さ5cm程度耕起し

た後に，水稲中宙（品種：あきたこまち）を移植する方法

で行った。

（5）水稲作後小麦の栽培法：水田に輪換した1年目に通

常の排起・代かきをして水稲を栽培した後．2年間連続し

て部分耕移植栽培を行った区（以下部分耕区）と3年間と

も耕起・代かきをして水稲を栽培した区（以下慣行区）に，

水稲の立毛中に小麦を播種した（1989年9月27日）。基肥

（kg／10a）は窒素5，燐酸10∴加里2．5とし，化成肥料で

表面施用した。両区とも，越冬前，起生期．幼穂1mm期，

幼穂5mm期，滅肥分裂期の5回に各々窒素2kg／10aを

硫安で追肥した。

（6）基肥及び追肥由来窒素吸収量の測定：30cmx60cm

の木枠を15cmの深さに埋め込み，基肥窒素は5kg／10a．

追肥窒素は起生期に2kg／10a相当量をlSNを含む硫安で

施用した。枠内の小麦の重窒素の分析は，発光分析法によ

り行った。

3　試験結果及び考察

（1）水稲作後小麦の収負性

八郎潟干拓地における最近5年間の水稲作後小麦の平均

収監は10a当り504kgであり．連作畑′ト麦の577kgに比べて

13％減である。水稲作後小麦は，・椴に水稲収穫後に多雨

の年はど湿害の発生が多く，初期生育不良により低収とな

る。

（2）水稲作後の土壌物理性

図1に，水稲収穫後の土壌断面形態を示した。部分耕区

では，グライ層は深さ41cm以トに出現し，慣行区の31cm

に比べて10cm低かった。また．表1のように部分耕区の

土壌三相分布についてみると，慣行医に比べて気相率が大

きかった。部分耕区では，排起・代かきによる1二壌拉fの

分散や繰り返しによる亀裂の閉塞が少なく－慣行区に比べ

て排水が良かったことによると考えられる。
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図1水稲耕起方法が土壌断面形態に及ぼす影響
（1989年10月）

表1水稲作における耕起方法が綬作小麦土壌の三相
分和こ及ぼす影響（1990年，3月26Eり

区
深　 さ　　　　　 三 相 分 布 （％）

（Ⅷ ）　 開　 梱　　 液　 相　　 気　 相

慣 行 区
0 ～ 13　　　 43 ．3　　　 55．7　　 1．0

13 ” 20　　　 46 ．3　　　 52．2　　 1．5

部 分 耕 区
0 － 11　　 38 ．1　　 54 ．3　　　 7 ．6

11 ～ 21　　 43 ．1　　 53 ．5　　　 3 ．4
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（3）小麦の根域と東色

図2に．豊熟期における小麦の板東を深さ別に示した。

慣行区における小麦の根の分布は深さ20cm程度までに限

られたのに対して，部分耕区ではそれ以下にも伸長が認め

られた。また，豊熟間における部分耕区の糞身の艶値は．

いずれの重任においても慣行区より高かった。これは．部

分耕区では慣行区に比べて小麦根の伸長範囲が広く．生育

後半まで土壌肇素の吸収が持続したためと考えられる。
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図2　小麦根の分布（1990年，5月29日）
（5cmx30cmx30cmモノリスで採取）

（4）小麦の窒素吸収と収畳

表2，3に，小麦による基肥及び追肥窒素の吸収億と利

用率を示した。部分耕医における越冬戯後の基肥窒素利用

率及び起生期の追肥窒素利用率は，いずれも慣行区に比べ

て高かった。この理由としては，①部分耕区では慣行区に

比較して根量が多いこと，②慣行区では排水性が悪いため，

作土でも還元的な部分が多く，脱空包が多いことなどが推

察される。以しのことを反映して，表4のように，部分耕

区における総肇素吸収鼻は，慣行区に比べて23％多かった。

収量構成要素は，精拉致，丁・柁萌とも部分耕区が慣行区よ

りまさり，33％増収した。

4　ま　と　め

低湿垂粘土における水稲作後の小麦は湿害が発生しやす

く．生育は不安定である。これまでにも，麦作に先行する

義2　水稲作における耕起方法が後作小麦の基肥窒戎
利用率に及ぼす影斡（1990年3月2日採取）

区
由来別窒素吸収鼠斜 g／甘）基肥窒素

全吸収儲二　基　 肥　 土　 壌　 利用率（％）

何 行 区 0．83　　 0．40　　 0．43　　　 8．0

部分耕医 1．42　　 0．66　　 0．76　　 13．2

表3　水稲作における耕起〟法が後作小麦の追肥窒来
利用率に及ぼす影轡（1990年）

追肥 日 採取 H 区

由来別窒素吸収量 追肥窒素

（N g ／ d ） 利 用 率

全吸収 量 追　 肥　 （如

3／ 2 4／30 慣 行 医 4．50　 0．63　　　 3 1．5

部分排区 6．0 1　 0．96　　　 48．0

義4　水稲作における耕起〟法が後作小麦の収畠及び

収鼠構成要射こ及ぼす影響（1990年）

区

棟 数 子実 垂 指 数 栢拉数 千拉 重 慧冨 蓋

（本／正）（ky ／IOa）　 （×10瑚 （g ）（N g／／撼）

慣 行 医 434　　 32 5 （100）　 9．4　 35．0　　 9．5

部分耕区 492　　 432　 133　　 12．5　 35．9　 11．7

水稲で代かきを伴わない乾田直播栽培を導入して，裏作麦

の湿害回避に効果をあげた報告2，がある。本朝では，低湿

垂粘七の汎用性を高めて，水稲作後小麦の増収をはかるた

めの水田土壌管理方法として，水稲の部分耕移植栽培が有

効であることを実証した。
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